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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月16日(2010.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトにおいて免疫応答を生成することによって、該ヒトにおける癌を予防または治療す
るための組成物であって、該組成物は、ヒトαフェトプロテインｃＤＮＡを発現する組換
えベクターで形質導入された樹状細胞を含み、ここで該免疫応答はαフェトプロテインペ
プチド特異的細胞障害性Ｔリンパ球を活性化して、細胞表面にαフェトプロテイン分子の
少なくとも一部分を発現する癌細胞に対して免疫応答を生成する、組成物。
【請求項２】
　前記ヒトαフェトプロテインｃＤＮＡが配列番号２のアミノ酸配列をコードする核酸配
列を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記樹状細胞が、配列番号２の残基１～９、配列番号２の残基１２～２０、配列番号２
の残基１５８～１６６、配列番号２の残基１７８～１８６、配列番号２の残基２３５～２
４３、配列番号２の残基２８７～２９５、配列番号２の残基４０４～４１２、配列番号２
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の残基４４１～４５０、配列番号２の残基４９２～５００、配列番号２の残基５４２～５
５０、配列番号２の残基５４７～５５６及び配列番号２の残基５５５～５６３から成る群
から選択されるアミノ酸配列からなる前記αフェトプロテイン分子の断片ペプチド、ある
いは配列番号３もしくは配列番号４のアミノ酸配列からなるαフェトプロテイン分子の断
片ペプチド変異体から選択される、１又は複数のペプチドをその細胞表面に発現する、請
求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記癌が肝細胞癌である、請求項１から３のいずれか一に記載の組成物。
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